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【緒言】アイソタクチックポリプロピレン(iPP)は、側鎖のメチル基が分子鎖軸に対して常に同じ向

きに配置されている。そのため高い結晶性をもち、汎用プラスチックとして幅広い用途で使用されて

いる。このような結晶性高分子では、結晶による高次構造が材料の物性を支配するので結晶化機構の

理解は重要である。 

 結晶性高分子の超薄膜の結晶化では、結晶成長速度の低下やモルフォロジーの変化が観察されてい

る１，２）。iPP は結晶化条件により複雑な結晶多形挙動を示すことが知られており、超薄膜での結晶化

の振る舞いがどうなるかは興味深い。本研究では、アイソタクチックポリプロピレン(iPP)の超薄膜

領域における結晶成長速度・モルフォロジーの膜厚依存性、超薄膜中での結晶化メカニズムを明らか

にすることを目的とする。 

 

【実験】試料は、iPP ホモポリマー(Mw=362,000 Mw/Mn=6.8 [mmmm]=97.8)を用いた。0.05wt%～1.0wt%

の p－キシレン溶液をガラス基板上にスピンコートし 150℃で揮発させることで薄膜を作製した。結

晶成長速度・モルフォロジーおよび膜厚の測定には光学顕微鏡の位相差法、原子間力顕微鏡(AFM)、

透過型電子顕微鏡(TEM)を用いた。結晶成長させる際には、顕微鏡用ホットステージを用いて、170℃

で１分ほど融解させたあと、結晶化温度(130℃、135℃)で結晶化させた。 

 

【結果・考察】Figure.1 に結晶成長速度の膜厚依存性を示す。iPP においても膜厚低下に伴い結晶成

長速度が低下しているのが分かる。また、膜厚の低下に伴い、モルフォロジーの変化も観察された

(Figure.2)。また、TEM による電子線回折の結果より、得られた円盤状の結晶(Figure.2-a)は中心部

から方位の異なる flat-on なα晶単結晶が核形成し成長したものと考えられる。 

 膜厚の低下に伴い、溶融体中の分子鎖拡散の低下がもたらされる。その結果、バルク中とは異なる

挙動を示すと考えられる。 
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